
豊川市市民協働推進事業補助金 

令和５年度の協働事業の企画を追加募集します！ 
この補助金は、市民の連携強化を図るとともに市民協働のまちづくりの推進を図る

ため、市民活動団体や地縁組織（連区・町内会）が提案する協働事業に対して、必要

経費の一部を補助する制度です。市民活動団体や地縁組織のみなさんの積極的な応募

をお待ちしています。 

※協働とは…市民活動団体、地縁組織、学校等、企業及び行政が、共通の目的に対し、対等な立場

で協力しながら、相互の社会資源（資金、財産、人材、知識、技術等まちづくりの事業

を実施するために必要な資源をいう。）を提供し活動を行うことをいいます。 

補 助 金 概 要 

１ 対象事業 

   市内で実施する「協働」で行うまちづくり事業で、対象団体につき１年度１事業 

２ 対象団体 

 ・市民活動団体 

・地縁組織（連区・町内会） 

  ・市民活動団体、地縁組織、学校等、企業及び行政などが複数で構成する団体 

３ 補助金額 

・１事業あたり上限２０万円 
・１年目：補助対象経費の５分の３、２年目：補助対象経費の５分の２、３年目：補助

対象経費の５分の１ 

（同一事業で最長３年間補助を受けることができます。） 

４ 審査方法 

  公開審査 

５ 募集締切り 

 令和５年８月１０日（木）【必着】 

 

詳細は、裏面以降をご覧ください。なお、補助金交付要綱等は市民協働国際課窓口

で配布しています。また、豊川市ホームページからもダウンロードできますのでご利

用ください。申請にかかる相談は市民協働国際課でお受けしますので、お気軽にお問

い合わせください。 

 

【応募・問い合わせ先】 

〒442-8601 豊川市諏訪１丁目１番地 

豊川市役所市民部市民協働国際課 市民協働係 

電話 0533－89－2165 FAX 0533－95－0010 

E-mail : kyodokokusai@city.toyokawa.lg.jp 

 
豊川市市民協働推進事業補助金 検索 

mailto:kyodokokusai@city.toyokawa.lg.jp


１ 対象事業 

  補助金の交付の対象とする事業は、補助対象者が令和５年度中に行い、市民活動

団体、地縁組織、学校等、企業及び行政のいずれか又は複数と協働して市内で行う

次に掲げる事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上記に該当する事業であっても、次に掲げるものは対象外とします。 

（１）主たる事業効果が本市の区域外で生じる事業 

（２）他に市からの補助又は助成が実施されている、又はされる事業 

（３）信者・信徒が主催する寺社祭礼等の宗教的活動に関する事業 

（４）政治的な活動に関する事業 

（５）営利を目的とした活動に関する事業 

（６）行政とのみ協働し、実施する事業 

 

２ 対象団体 

・市民活動団体（とよかわボランティア・市民活動センターへの登録が必要） 

・地縁組織（連区・町内会） 

・市民活動団体、地縁組織、学校等、企業及び行政などが複数で構成する団体（例：○○○実行委員会） 

 

３ 補助金額等 

・１事業当たり１年度につき２０万円を限度 

・１年度につき１回、連続して最長３年間 

・補助率    １年目：補助対象経費の５分の３ 

２年目：補助対象経費の５分の２ 

３年目：補助対象経費の５分の１ 

 



公開プレゼンの様子 

４ 補助対象経費 

（１）補助対象経費区分 

区  分 項     目 

報償費 講師・専門家等への謝礼等 

旅費 交通費、宿泊費等 

需用費 消耗品費、チラシ・ポスター等の印刷製本費、燃料費等 

役務費 通信運搬費、保険料等（火災、地震等の家屋にかかるものは除

く。） 

委託料 専門的知識、技術等を要する業務を外部に委託した費用 

使用料及び賃借料 会場使用料、機器等のレンタル・リース料等 

原材料費 セメント、砂利、鋼材、木材等の資材 

備品購入費 ３万円以上で反復使用に耐えるものの購入費（ただし、事業に不

可欠とされるもの） 

その他経費 その他市長が認める経費 

（２）補助対象外経費 

    次に掲げるものは、上記区分にかかわらず補助対象外となります。  

（１）補助対象団体及び協働する者の運営に関する事務費等の経常的な経費 

（２）補助対象団体及び協働する者の構成員に対する人件費、謝礼、交通費、

宿泊費及び食糧費（お茶を除く） 

（３）協働する者が企業の場合、その企業から購入する物品等に係る経費 

（４）食糧費に類する経費のうち親睦にかかる経費 

（５）記念品等の購入経費 

（６）領収書等により、補助対象者が支払ったことが明確にできない経費 

（７）その他市長が適切でないと認めた経費 

 

５ 審査 

  応募された企画書は、市民協働国際課窓口にて内容に不備がないかなど確認を行

い、その後、「豊川市市民協働推進委員会」にて公開審査を行います。審査の結果

「採択」された事業が補助金の交付対象となります。 

  したがって、審査の結果「不採択」となる可能性もあります。その場合は、補助

金の交付対象にはなりません。 

また、１年目に採択された事業についても、２年目、３年目にそれぞれ不採択と

なる可能性もあります。 

   

 

 

 

 

 

 

※公開審査は、数分程度の応募団体等によ

る事業内容の発表（プレゼンテーショ

ン）を行います。 

※審査基準につきましては、申し込みの際

に各団体へお渡しさせていただきます。 



スケジュール 

【企画応募期間】 

８月１０日（木）【必着】 

市民協働国際課へ提出 

 

【審査】 

豊川市市民協働推進委員会による公開審査 

※公開審査では、申請団体による事業内容の発表（プレゼンテーション） 

を行っていただきます 

日時：未定（決定次第通知させていただきます） 

場所：未定（決定次第通知させていただきます） 

 

【採択事業決定】 

豊川市市民協働推進委員会での審査後、書面で結果を通知します 

日程：審査終了後 

 

【交付申請】 

採択された補助対象団体からの交付申請 ⇒ 市民協働国際課へ 

日程：採択の通知のあり次第 

 

【正式決定】 

事業開始 

日程：事業採択後 

 

【事業完了】 

令和６年３月３１日（日）までに完了すること 

 

【実績報告】 

実績報告書の提出 ⇒ 市民協働国際課へ 

日程：事業完了次第 

 

【補助金の交付】 

補助金の交付 

 

 

 

 


